

















において埋田重夫氏の論などを踏まえながら﹆ 「攲枕」は身体を左右いずれかの横向きにして臥せる様子を表す語 とする解釈を提示した。その検証の過程で﹆唐詩の「攲枕」の用例には悠々自適に寝転がる様と輾転反側する様の少なくとも二通りの情景・詠まれ方があることが分かり﹆その中国詩史上における用法の変遷を後の研究課題としていた。本稿はその課題に焦点を当てた追稿である。唐か 五代十国までの詩の「攲枕」 用例を精査し 情景面における用法を感懐・悠緩・憂悶の三種類に分類してその流行・変遷を った。その中 ﹆唐代にはのんびりとし 悠緩 法がやや主流だったのが﹆唐滅亡五代十国期には愁いに満ちた憂悶の情景で詠まれることが多くなったことを検証する。また﹆ 「簾を巻く」動作 共 詠まれ ことが多いなど﹆悠緩・憂悶といっ 心情面につい だけ なく「攲枕」の用法全般についても論じ　
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其三」 ︵ 『白氏文集』巻第十六︶の詩﹆所謂〝遺愛寺の鐘 詩〟である。とりわけその詩中の頷聯 「遺愛寺鐘
攲枕
聴﹆香爐峰雪撥簾看」 ︵傍



























































































































︵傾ける︶ 」ことを示すのである。 「枕を交わす」 ︵男女が同衾する︶などの慣用句の類を思 浮かべれば分かりやすい。つまり 「攲枕 ︵枕をそばだつ︶ 」とは﹆仰向けではなく身体を左右いずれかに向け臥せる様子・寝相︵側臥︶ 表す言葉であ（二） 「攲枕」の持つ情景
先に示した二つの詩の用例を見ると﹆ 「攲枕」には身体を左右い











































































があるが﹆語としての意味の相違は﹆あるとしても本稿での論点にとっては微小であると考えられる︵前稿─二︶ため﹆以下便宜上統一し 「攲枕」と表記する。但し詩本文の用例や他書の引用においてはそれぞれ原文の字体に従う。尚『全唐詩検索系統』では字体ご に異なった検索結果が示さ ため﹆別の用例として扱っているようである。
　︵ 「攲」の〝傾く〟という字義の部首としては「支」が適当であ
り﹆口の開閉に関係する欠部の「欹」による表記は俗に用いられたものではないかと推測する。 『大字源』 ︵角川書店︶の「欹」項の参考にも「攲︵そばだてる︶は別字であるが﹆古籍中では誤って混用されていることが多い」とある。 ︶
・掲出した詩文については『全唐詩検索系統』に拠り﹆旧字体等















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































早く使い始めた詩人としては李端﹆司空曙﹆そして楊凌が埋田氏によって挙げられているが﹆本稿ではそれに詩僧の皎然を加えておきたい。李端は幼少時に皎然に師事していたとされ︵ 『中国学芸大事典』 ︶ ﹆詩作に関しても何らかの交流があったはずである。
ただこの四人がいずれの順序で「攲枕」を用いたのか厳密には特


















































































































































































































































































































































































































の「攲枕」にはどれも「聞」 「望」 「対」 「聴」といった付帯の動作があることが指摘できる。つまり単 側臥の姿勢だけ 示すための言葉ではなく﹆その体勢で寝なが に何かを見た 聞 りす ﹆他の動作を伴って使う詩語だったと考えられる。時代が下るにつれて司空曙「苦熱」 用例のように﹆側臥の体勢そのものを表すの


























































































































































































































































































































































































































































































という様 二つの動作が連動しており﹆二語の結び付きの強さが分かる。またこの様に簾を巻くことへ関連付けられることからも﹆ 「攲枕」は簾のそば﹆つまり窓辺に側臥するという意味合いが強 ったと考えられ こ した「攲枕」と「巻︵捲︶簾」とを対にする表現は﹆白居易のこ 用例以降しばしば見られるようになり※﹆ 「攲枕」という一詩語 用法から見ても当時の詩壇における白詩の影響の大きさが推察される。※今回調査した詩の中で「攲枕」と「巻︵捲︶ を一首中に用
ている詩人・詩題は以下の通り。








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Variation in usage of the Chinese poetic word ? ??
( qi zhen).?
?
in Tang, Five D





e poetic word “ 攲枕
( qi zhen)” came into use during the time of the Tang Five 
Dynasties, and was used by many poets, such as Bai Juyi. It means “lie on oneʼs 
side”, and it describes the act of “lying down leisurely” or “de-stressing without 
going to sleep.” H
owever, variations of this usage have not been investigated as yet.
　

is paper thus examines the dierent usages of “ 攲枕
( qi zhen)” from almost all 
the examples to be found in Tang-era poetry.
　

e dierent meanings of  “ 攲枕
( qi zhen)” are divided into the following three 
classes: “sense something”, “relax in a leisurely manner”, and “feel lonely.” As a 
result of examination by this classication, it is conrmed that the meaning “relax in 
a leisurely manner” prevailed until the end of the Tang era, but thereafter, the sense 
“relaxing leisurely” became prevalent instead.
　

is paper also mentions other usages of “ 攲枕
( qi zhen)”.
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